
山形大学人材育成プログラム - i-HOPE -

新事業創出イノベーションプログラム

受講期間：2026年５月8日(金)～12月19日(土)
             ※隔週金曜日に２コマずつ開講（16:30～18:00、18:15～19:45）
                 ※フィールドワークは現地で7月18日(土)・19日(日)、オンラインで９月19日(土)・２０日(日)に開講予定

※ビジネスプラン最終発表会は12月１９日(土)に開講予定

受講形態：現地（山形大学）とオンラインのハイブリッド
※全ての講義をオンラインで受講できるため、山形県外からでも受講可
※第１回フィールドワークのみ現地参加が必要

対 象：社会人の方、学生の方
※本プログラムでのご経験をご所属先での新事業創出や業務改善にお役立ていただきたいため、
社会人の方には主に企業・団体様を通じて紹介しております。

 

受 講 料：社会人55万円、学生１万円（税込）
                 ※第１回（現地開催）のフィールドワークの宿泊費・食費を含む

お申込み：2026年4月24日(金)迄 https://x.gd/OYM459
※当センターHPからもお申込いただけます。 https://yu-entrepreneur.yamagata-u.ac.jp/

お問合せ：山形大学アントレプレナーシップ教育研究センター 担当：丸尾
電 話： 023-628-4075 メール： yu-entre-ihope@jm.kj.yamagata-u.ac.jp

履修証明プログラム

山形大学
学生の
皆様へ

フィールドワーク、社会人とのチームワークはありませんが、山形大学
では以下の科目を開講します。受講の際に参考としてください。
①「共創アントレプレナーシップⅠ」
（社会共創デジタル学環専門教育科目・前期２単位）
②「アントレプレナーシップ養成イノベーション特別講義」
（工学部専門教育科目・前期２単位、オンライン）
※「①」は、全学部全年次の皆様が受講でき、学環以外の皆様は
自由選択科目として履修が認定されます。

※「②」は、他学部の学生及び大学院生も受講可能です。
問い合わせは、下記担当まで

山形県内の市町村でフィールドワークを行い、学生と社会人が混在したチームでその市町
村で成り立つビジネスプランを作成していただきます。
人口減少が進行する市町村で成り立つビジネスを考えることはとても困難で、だからこそ、

精緻な一次情報の収集方法、メンバー間での世代・立場を超えた綿密なコミュニケーションに
よるチームビルド、事業経験豊かな講師やメンターの厳しい指摘にも挫けずに、時には柔軟に
プランを見直しながらやり抜く強い意志の形成など、新事業創出に必要な力を身につけてい
ただけます。

「i-HOPE」の特長－地方にある山形大学だからこそできること－

※修了された方には、学長名での履修証明書（Certificate）
を交付いたします。
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【参考】2025年度 カリキュラム

■開催形態：現地とオンラインのハイブリッド開催 ※毎回、どちらかお選びいただけます。
※フィールドワークは現地参加必須です。

■現地会場：山形大学小白川キャンパス（山形市） 基盤教育３号館 322教室
■講義時間：１コマ 10:45～12:15 ２コマ １３：15～14:45 ３コマ 15：00～16:30
■修了要件：
①「必須」講義のリアルタイムまたは欠席時のアーカイブ視聴での全受講
②全講義の50％以上のリアルタイム受講（23コマ／全46コマ中）
③チームでビジネスプラン作成、資料提出、最終発表を行うこと

日付 講義No. 必須 講義 講師

5/10(土)

1-1 ◯
オリエンテーション
ビジネスを成功に導く視点＆起業に必要なマインドセット

小野寺忠司
野口謙吾

1-2 ◯ ケーススタディ
～意思決定とコミュニケーションの罠～

廣川克也
1-3 ◯

5/24(土)

2-1 ◯ ビジネススプリングボード①～未来を描く、課題に向き合う～ 菅生達仁

2-2 ◯ フィールドワーク先である尾花沢市からの説明 尾花沢市総合政策課

2-3 ◯ グループワーク①～課題の仮説を相互検討する～ 菅生達仁

6/7(土)

3-1 ◯ 地域産業と地域経済の基礎 吉原元子

3-2 ◯ ビジネススプリングボード②～価値を確立する～ 菅生達仁

3-3 ◯ グループワーク②～解決方法の相互検証を行う～ 菅生達仁

6/21(土)

4-1 ◯ 失敗事例共有会 小野寺忠司

4-2 ◯ ビジネススプリングボード③～事業を構築する～ 菅生達仁

4-3 グループワーク③～起業仮説を構築し、総合検証を行う～ 菅生達仁

7/5(土)

5-1 ◯ トライセクター戦略①
小松洋介

5-2 ◯ トライセクター戦略②

5-3 グループワーク④～フィールドワーク手法について～ 菅生達仁

7/19(土)
7/20(日)

6-1 ◯
フィールドワーク①～現地視察、チームワーク、チーム発表～

尾花沢市の方々
ゲストメンター6-2 ◯

8/2(土)

7-1 ◯ 「カーボンニュートラル」における社会動向 山田英司

7-2 ◯ ビジネススプリングボード④～チャネルとプロモーション～ 菅生達仁

7-3 グループワーク⑤～製品・サービスの検討～ 菅生達仁

8/23(土)

8-1 ◯ マーケティングの最前線 白根有一

8-2 ◯ 社会共生マーケティング 兼子良久

8-3 グループワーク⑥～go to marketプランの検討～ 菅生達仁

9/6(土)

9-1 ◯ 意味のイノベーション 廣川克也

9-2 ◯ 起業家パネルディスカッション～スタートアップ編～ 起業家／菅生達仁

9-3 グループワーク⑦～フィールドワーク及び中間発表準備～ 菅生達仁

9/20(土)
9/21(日)

10-1 ◯
フィールドワーク②～現地視察、チームワーク、チーム発表～

尾花沢市の方々
ゲストメンター10-2 ◯



日付 講義No. 必須 講義 講師

10/4(土)

11-1 ◯ いい会社とは、何か 江口耕三

11-2 ◯ ベンチャーファイナンス 菅谷常三郎

11-3 グループワーク⑧～収益モデルを構築する～ 菅生達仁

10/18(土)

12-1 ◯ デジタルソリューションの今 古宮浩之

12-2 ◯ チームビルドとコミュニケーション 菅生達仁

12-3 ◯ プレゼンテーションスキル～表現編～ 原彩子

11/1(土)
11/2(日)

ー 任意 グローバルコミュニケーション(合宿形式) 莉々紀子

11/8(土)

13-1 ◯ Idea,Passion,Start with WHY マンジョット・ベディ

13-2 ◯ 実践的知的財産活用術 田中雅敏

13-3 グループワーク⑨～事業の実現～ 菅生達仁

11/22(土)

14-1 ◯ オーセンティックリーダーシップ 小野寺忠司

14-2 ◯ 起業家パネルディスカッション～地域企業編～ 起業家／菅生達仁

14-3 グループワーク⑩～POCまたはプロトタイプの検討～ 菅生達仁

12/6(土)

15-1 ◯ グローバル戦略 川島健一

15-2 ◯ 起業の実例 戸田達昭

15-3 グループワーク⑪～最終発表準備、ブラッシュアップ～ 菅生達仁

12/20(土)

16-1 ◯

ビジネスプラン最終発表会 ー16-2 ◯

16-3 ◯

【参考】2025年度 カリキュラム

【ビジネススプリングボードとチームワークについて】

７月の第１回目のフィールドワークに臨んでいただくにあたり、現地での課題抽出やその課題を
深掘り、真のターゲットの真のニーズに辿りつくことができますよう、フィールドワーク前の講義で
「ビジネススプリングボード」というビジネスフレームワークを用いて、ビジネスを考えるための
基本的な思考の枠組みを徹底して身につけていただきます。
その過程で作成される「ビジネススプリングボードシート」の内容を吟味し、チーム編成を行った
上で、フィールドワークに臨んでいただき、以降、そのチームでビジネスプランの作成を行って
いただきます。



【参考】20２５年度 講師一覧

廣川 克也 (ひろかわ かつや) 氏
 

山形大学客員教授

一般財団法人SFCフォーラム 事務局長

ＳFCフォーラムファンド ファンドマネージャー

小野寺 忠司 （おのでら ただし）

山形大学 教授

アントレプレナーシップ教育研究センター長

戸田 達昭 （とだ たつあき） 氏

山形大学客員教授

シナプテック㈱ 代表取締役 CEO

ヴィジョナリーパワー㈱ 代表取締役CEO

小松 洋介 (こまつ ようすけ) 氏

㈱VENTURE FOR JAPAN 代表

特定非営利活動法人アスヘノキボウ 理事

白根 有一 （しらね ゆういち） 氏

クリエイティブディレクター・マーケティングコンサルタント

元ジョルダン株式会社 戦略企画部長

元(公社）日本マーケティング協会 研究開発局長

元㈱電通EYE 常務取締役

菅谷 常三郎 (すがや つねさぶろう) 氏

 

山形大学客員教授

みやこキャピタル株式会社 代表取締役

元JAFCO Ventures President & CEO

古宮 浩行 (こみや ひろゆき) 氏
 

株式会社BeeS 代表取締役社長

SCSK株式会社 エバンジェリスト

田中 雅敏（たなか まさとし） 氏
 

明倫国際法律事務所

弁護士・弁理士

川島 健一 （かわしま けんいち） 氏

山形大学 客員准教授

Lenovo Executive Director

マンジョット・ベディ 氏

ｱﾝﾄﾚﾌﾟﾚﾅｰｼｯﾌﾟ教育研究ｾﾝﾀｰ 招聘講師

㈱Just on time 代表取締役社長

㈱next is east 代表取締役社長

吉原 元子 (よしわら もとこ) 氏
 

山形大学 人文社会科学部 准教授

兼子 良久 (かねこ よしひさ) 氏
 

山形大学 人文社会科学部 教授

江口 耕三（えぐち こうぞう） 氏
 

鎌倉投信㈱ 創発の莟ファンド責任者

山田 英司 (やまだ えいじ) 氏
 

あいおいニッセイ同和損害保険株式会社

専務執行役員

莉々 紀子(りりぃ のりこ) 氏
 

株式会社リリーズ・トランスポート

代表

原 彩子(はら あやこ) 氏

元劇団四季俳優

スピーチ表現トレーナー ボイスコーチ

菅生 達仁 （すがおい たつひと） 氏

山形大学 准教授

アントレプレナーシップ教育研究センター

副センター長

野口 謙吾 (のぐち けんご) 様

山形大学 客員教授
三井住友信託銀行株式会社エグゼクティブアドバイザー
NES(New Ecosystem for Startups)株式会社
取締役



山形大学人材育成プログラム「i-HOPE」2026

新事業創出イノベーションプログラム

申込日 年 月 日

フリガナ 生年月日 性別

氏 名
（漢字）

年 月 日 男 ・ 女
氏 名
（ローマ字）

※名前・名字の順

企業名/学校名
/大学名・学部名

役職/分掌/学年

住 所 郵便物を受け取ることのできる住所 （いずれかに〇 勤務先 ・ 自宅 ）

〒

電話番号（固定） 電話番号(携帯）

E-mail ※講義で使用するPCのアドレスをご記入ください。個人用に常に使用されているアドレスを推奨します。

応募動機

ご対応窓口
（氏名・連絡先）

※ご本人と異なる対応窓口がある場合は記載してください。

受講申込書

※プログラム内容は現在検討中であり、変更になる可能性があります。申込者には、詳細が決定次第、ご連絡いたします。
※申込者多数の場合は、選考を行うことがあります。
※本講座は、プログラム開始直後より、受講者同士のチームを編成し、同チーム毎にグループワークを行うことで、ビジネスプランを完成させること
   を内容としています。そのため、プログラムの受講を途中で辞められた場合、チームでのグループワークが不可能となることから、他の受講者が
   自らの責任に帰さない事由により不当な不利益を被るとともに、ひいては弊学の将来における講座開設にも甚大な影響を及ぼします。従いまして、
   本講座を受講する皆様におかれましては、必ずプログラムの修了まで、積極的な受講をお願いいたします。

１．利用目的
当センターは、収集した個人情報について、以下の目的のために利用します。
なお、提供された個人情報を適切に管理し、これ以外の目的には利用しません。

（１）申し込まれたプログラムの受講に必要な資料の送付のため
（２）申し込まれたプログラムに関する受講者の問い合わせに対応するため
（３）申し込まれたプログラムに関する連絡事項を受講者へ送付するため
（４）申し込まれたプログラムの受講者の受講状況の把握及び管理を行うため
（５）申し込まれたプログラムの改良や、新たなプログラム開設のための受講者の属性に

応じた統計的利用のため
（６）申し込まれたプログラムの修了に伴う修了証の授与のため
（７）その他、申し込まれたプログラムの開設及び運用に必要な目的のため
（８）当センターが将来開設するプログラムの案内をするため
２．第三者提供

当センターは、以下の場合を除いて、個人データを第三者へ提供することはしません。
（１）法令に基づく場合
（２）人の生命・身体・財産を保護するために必要で、本人から同意を得ることが難しい場合
（３）公衆衛生の向上・児童の健全な育成のために必要で、本人から同意を得ることが難し

い場合
（４）国の機関や地方公共団体、その委託者などによる法令事務の遂行にあたって協力する

必要があり、かつ本人の同意を得ることで事務遂行に影響が生じる可能性がある場合

３．開示請求
貴殿の個人情報について、ご本人には、開示・訂正・削除・利用停止を請求する権利が
あります。手続きにあたっては、ご本人確認のうえ対応させていただきますが、代理人の場合
も可能です。詳細については、以下「個人情報相談窓口」へご連絡ください。

個人情報相談窓口
総務部総務課法規・訟務担当
〒990－8560 山形市小白川町1丁目4番12号
TEL.023-628-4009

                                       [受付時間] 9:00～17:00（12:00～13:00を除く。）
[休業日] 土・日・祝日、12月29日～1月3日、

その他大学が定めた一斉休業日
以上

私は、私に関する個人情報について、同センターが上記のとおり取り扱うことについて同意します。

令和 年 月 日

本人署名

個人情報取り扱いへの同意について

山形大学アントレプレナーシップ教育研究センターでは、お預かりした個人情報について、以下のとおり適正かつ安全に管理・運用します。
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